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ハルキ、集成材 はじめました。

道南スギ準不燃材を初納品！

集成材工場を持つと何が変わるの？

施工：小泉建設㈱

構造用集成材の製作可能範囲

長さ：2800mm～6400mm

巾：90mm・105mm・120mm

材成（高さ）：90mm~450mm

㈱ハルキ集成材工場 住所：北海道二海郡八雲町三杉町26

・自社によるJAS集成材の製作が可能に！

・北海道産材等、（トドマツ、道南杉、カラマツ、

ホワイトウッド）の集成材の製作が可能に！

・希望のサイズの集成材が製作可能に！

・造作用集成材の製作が可能に！

※ご要望・ご用命等、お気軽にお問合せください。

道南スギ準不燃材・難燃材の内装羽目板を「みちのく銀行 函館営業部」さまへ納品しました。

国土交通大臣の認定を受けてから、既製品では初の採用となりました。

問い合わせから納品まで約７か月、サンプル提出や打ち合わせに多くの時間を費やし納品に

至りました。完成後はお客様から「杉の雰囲気がとても良く、気分が和む」といった評価を

頂き、この工事に携わることが出来て大変うれしく思っております。

内装制限がかかる物件などがあれば、ぜひお気軽にお問い合わせください。

かねてより協力関係にあった、八雲町の集成材工場が㈱ハルキとして動き出しました！これからハルキは、原木供給・

製材・プレカットに加え、集成材製造が加わり、みなさまのご要望により一層お答えしていきます。



お問い合わせは、下記または担当の営業まで

本社（森町） 01374-2-5057 ＜e-mail＞ info@mori-haruki.co.jp

函館営業所 0138-66-2177 札幌営業所 011-375-7702

ハルキに仲間入りした集成材工場勤務の林です。

これまでの集成材製造の経験を生かし頑張って

いきます。みなさんよろしくお願いします。

長期インターンシップ（就業体験）のおはなし

無印良品シエスタハコダテでは、これまでも渡島総合振興局と連携しながら、植樹活動や様々な木を使ったワーク

ショップを行ってきましたが、木育活動の更なる推進や、木育の認知度向上を図るため、この度、協定を結ぶことに

なりました。イベント情報については、木育マイスター道南支部のFacebookページなどで見ることができます。大

人向けのワークショップも開催しておりますので、是非チェックしてみて下さいね。

Facebook
「木育マイスター道南支部」で

チェック!!!

お問い合わせは、下記または担当の営業まで

本社（森町） 01374-2-5057 ＜e-mail＞ info@mori-haruki.co.jp

函館営業所 0138-66-2177 札幌営業所 011-375-7702
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9月から約４ヶ月間の長期のインターンシップを実施しました。

インターン生は北海商科大商学部3年生の篠原さん。

山林での伐採作業から製材工場、プレカット工場、加工工場などを一通り体験し、新製品の開

発事業等に携わりました。また、弊社で開かれた木育教室にて、保育所の年長組を対象に講師

を務めるなど、木育活動なども体験しました。

大学では商学部に所属する篠原さんですが、「一次産業(農業・林業・漁業)の現場で働くのが

楽しい」と話しており、弊社の前には、農業のインターンシップに参加するなど、一次産業に

対する熱い思いが感じられました。

9月26日、森保育所の園児を対象に工場見学を行いました。インターン生の篠原さんが紙芝居と工場の案内を行い、

東部森林室からは、杉の特徴の1つでもある樹皮についてお話をして頂きました。杉とトドマツのニオイあてゲーム、

丸太転がし競争など、五感を使って遊びながら感性を養うきっかけづくりも取り入れてみました。

10月1日、大沼流山牧場で今年で第７回となった木育フェスタが開催されました。500名を超える多くの来場があり、

道南杉のスツール・杉玉ストラップ、木の枝ハイパー鉛筆、キハダの染物、トドマツ樹皮のドライリースなどのものづ

くりや、薪割り体験、焚き火でマシュマロを焼いて食べるなど、１日まるごと木と遊んで楽しんで頂きました。

10月14.15日、北海道教育大学函館校の学校祭にて、木育ブースを出店し、射的、杉玉や松ぼっくりを使ったクリス

マスのオーナメント作りを行いました。オーナメントは、今年で函館・ハリファックス協会創立30周年（姉妹都市提

携35周年）を記念し、町づくりセンターに飾られることになっています。木を愛し木に愛された男ハコダケくんも、

ずーしーほっきーやイカダベッサーなどのご当地キャラに混ざり、歓声を浴びていました！！


